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寒さに負けず、元気いっぱい！
１月28日、あ・りーさだの杜グラウンドで、ゆうばり寒太郎まつりが行われました。今年は、ゆうばり
スケートリンクまつりとの合同開催で、イベントも盛り沢山。
迫力満点のスノーラフトや漬物石をつかった氷上ボーリングにカーリングなど、こどもたちは大はし
ゃぎ！
天候にも恵まれ、多くの市民が足を運び、大盛り上がりでした。

●石炭博物館がリニューアルオープンします……………………２
●国保のお話　vol.5……………………………………………３
●キラリ！～魅力ある高校づくりへの取り組み～………………４
●チャレンジ・モア・スピリッツ～…………………………………５
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「北海道」と標記されるように
変わります。

■国保のお話 vol.5
国民健康保険は、病気やケガをしたときに安心して医療を受
けられるよう皆さんで保険料を出し合い、助け合う制度です。
皆さんで支えている国民健康保険制度。その内容や取組み
について、少しずつ知っていただくことを目的として、シリーズで
お知らせします。
今回は、保険証の更新とジェネリック医薬品、入院時の食事
負担額の変更についてお知らせします。

現在使用している国民健康保険証の有効期限は、３月31日で
す。新しい国民健康保険証は、３月末日までに加入者の皆さんに
発送します。住所変更などの届け出がない場合、新しい国民健
康保険証が届かないことがありますので、変更がある場合は連
絡してください。
進学のため市外に住所を移す方や、現在在学中で継続して住
所を市外へ移している方は、届け出と在学証明書の提出が必要
です。
転出や社会保険加入などで国民健康保険の資格がなくなっ
た後に国民健康保険証を使って診療を受けてしまうと、医療費
を返還していただくことになりますので、資格喪失の際は届け出
と保険証の返却をお願いします。　

ジェネリック医薬品とは、新薬の特許が切れてから同じ有効成分で作られた薬で、厚生労働省か
ら効き目や安全性が新薬と同等と認められています。薬の開発費用が少ない分、一般的には新薬よ
り安い価格となります。
夕張市国民健康保険加入者の平成29年11月分薬代で、ジェネリック医薬品に変更すると自己負
担額が300円以上安くなると思われる方を対象に、お知らせハガキ（差額通知）を保険証発送時に
同封します。ハガキの内容に関する問い合わせはコールセンターへお願いします。
定期的（年２回）にお知らせハガキを発送する予定ですので、今後送付を希望しない方は、市健康

保険係まで連絡してください。

国民健康保険証を更新します

ジェネリック医薬品について

入院時の食事代が平成30年４月１日から変更になります。変更になるのは、住民税課税世帯の方
で１食360円から460円になります。ただし、住民税非課税世帯の方や指定難病、小児慢性特定疾
病の患者の方などの負担額は変わりません。

※住民税非課税世帯の方は、減額認定証を医療機関の窓口に提示すると負担額が表中の金額になります。入院する際は、
市役所窓口へ申請をお願いします

問合せ先　市健康保険係 ☎52－3105（ジェネリック医薬品についてはコールセンター ☎0120－53－0006）

入院時の食事代が４月から変わります

平成30年３月まで

住民税課税世帯

70歳未満※住民税非課税世帯

70歳以上 区分Ⅱ※住民税非課税世帯

70歳以上 区分Ⅰ※住民税非課税世帯

平成30年4月から
入院91日以降入院90日目まで入院91日以降入院90日目まで

区　　分

360円 460円

210円

210円

160円

160円

100円

210円

210円

160円

160円

100円
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キ
ラ
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！
〜
魅
力
あ
る
高
校
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く
り
へ
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み
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問
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せ
先　

夕
張
高
校　

☎
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夕
張
市
長
と
教
育
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

12
月
26
日
、日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養

成
塾
に
参
加
し
た
小
笠
原
さ
ん
と
、八
丈
島
へ

短
期
留
学
体
験
を
し
た
田
中
さ
ん
、石
上
さ

ん
、及
川
さ
ん
の
計
４
名
が
、夕
張
市
長
と
教

育
長
を
訪
問
し
、学
び
の
報
告
を
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョン
し
ま
し
た
。

　

市
長
と
教
育
長
か
ら
は「
わ
か
り
や
す
い

説
明
で
研
究
の
成
果
が
大
変
よ
く
み
ら
れ

る
」と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

予
餞
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
月
１
日
、卒
業
を
迎
え
る
３
年
生
の
た
め

に
１
、２
年
生
が
予
餞
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
吹
奏
楽
部
か
ら
３
年
生
へ
向
け

た
演
奏
が
あ
り
、そ
の
後
、１
、２
年
生
か
ら
の

出
し
物
と
し
て
、大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
た

全
校
生
徒
参
加
型
の
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し

た
。

　

他
に
も
、教
職
員
か
ら
は
三
年
間
の
思
い
出

を
振
り
返
る
ム
ー
ビ
ー
上
映
、生
徒
会
執
行

部
企
画
に
よ
る
ゲ
ー
ム
を
全
校
生
徒
で
行
い

ま
し
た
。

　

生
徒
会
執
行
部
は
新
体
制
に
な
り
初
め
て

の
行
事
で
し
た
が
、夕
張
高
生
の
連
帯
感
を

育
む
良
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

夕
張
市
役
所
か
ら
講
師
を
招
き
、

　
　
　
　
ス
キ
ー
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
６
日
、マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
ス
キ
ー
場

で
、１
、２
年
生
が
今
年
度
一
回
目
の
ス
キ
ー
授

業
を
受
け
ま
し
た
。

　

夕
張
市
役
所
か
ら
５
名
の
講
師
を
招
き
、

生
徒
38
名
を
４
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、レ
ッ
ス
ン
を

受
け
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、け
が
人
や
体
調
不
良
者
も

出
ず
、最
後
ま
で
ゲ
レ
ン
デ
で
ス
キ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の

　
　
　
　
　
説
明
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
月
２
日
、１
学
年
19
名
と
教
職
員
、夕
張

市
役
所
の
関
係
職
員
に
向
け
た
、オ
ン
ラ
イ
ン

英
会
話
に
関
わ
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、フ
ィ
リ
ピ
ン
の
講
師
の
方
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
て
英
会
話
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

生
徒
の
中
に
は
、終
了
後「
英
語
を
勉
強
し

た
い
」と
真
っ
先
に
言
っ
て
き
た
者
も
お
り
学

習
意
欲
が
高
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
は
、今
年
４
月
に
本
格

導
入
の
予
定
で
す
。
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夕
張
高
校
で
は
い
ま
、「
幸
福
の
黄
色
いハン
カ
チ
想
い
出

広
場　

H
A
M
A
M
A
T
SU
 
CA
FÉ

の
来
春
オ
ー
プ
ン
日

に
合
わ
せ
て
提
供
す
る
ス
イ
ー
ツ
の
商
品
化
を
目
指
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

地
場
産
品
を
取
り
入
れ
つ
つ

　

２
学
年
就
職・専
門
学
校
進
学
コ
ー
ス
の
生
徒
た
ち
が
開

発
に
取
り
組
む
ス
イ
ー
ツ
は
、夕
張
産
長
芋
と
、短
期
留
学

体
験
等
で
つ
な
が
り
の
あ
る
八
丈
島
産
の
フ
ル
ー
ツ
レ
モ
ン

を
使
用
し
た
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
で
、目
下
、市
内
菓
子
店「
お

菓
子
の
ふ
じ
」と
共
同
開
発
を
行
って
い
る
。

　
「
お
菓
子
の
ふ
じ
」店
主
の
前
田
氏
は
、こ
れ
ま
で
に
も

調
理
実
習
の
講
師
を
行
う
な
ど
、夕
高
生
の
学
び
に
協
力

し
て
い
る
。

商
品
案
の
プ
レ
ゼ
ン
・

　
　
　
　
　
　
試
食
会
を
実
施

　

昨
年
12
月
18
日
に
は
、「
お
菓
子
の
ふ
じ
」店
主
の
前
田

氏
と
夕
張
市
役
所
職
員
４
名
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
迎

え
、商
品
案
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
と
、試
食
会
を
実
施
し

た
。

夕
張
高
校
　
進
む
社
会
参
画

　

こ
の
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
、本
紙
で
も
こ

れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
バ
ス
ま
ち
ス
ポ
ッ
ト
、ピ
コ
ピ
コ
シ
ス

テ
ム
、民
間
ア
パ
ー
ト
内
装
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、夕
高
生
の
取
り

組
み
が
社
会
に
還
元
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
を
通
じ
て
、社
会
に
対
す
る
感
性
を

養
い
、卒
業
後
も
彼
ら
が
活
躍
し
続
け
て
く
れ
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
だ
。

夕
張
高
校

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
モ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

第
六
号

商品開発プロジェクト　進行中

真剣な眼差しで各グループ案を
評価するアドバイザーら

シフォンケーキの試作品　付け合せを工夫している

モニターを使用し、商品案のプレゼンを行う夕高生

　

生
徒
た
ち
は
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、あ
ら
か
じ
め

焼
い
て
お
い
た
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
に
ト
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
ア
レ
ン

ジ
を
行
い
、商
品
案
と
し
た
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
は
、ネ
ー
ミ
ン
グ
、価
格
、見
た
目
な

ど
、商
品
案
に
対
す
る
評
価・意
見
が
出
さ
れ
、プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョン
自
体
の
出
来
に
つ
い
て
も
自
己
評
価・振
り
返
り

が
行
わ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
は
今
後
の
試
作・検
討
に
生
か
さ
れ
る
予
定
だ
。

スクールバス部活便利用の
生徒・保護者の皆様へ

２月１日からの予約数・乗車数

ピコピコシステム（詳細は
12月号参照）を用いた予約
の状況について皆さまの御
協力で、よい成績が続いてい
ます！

●凡例
中：中学生　高：高校生
a/b (a:乗車数 b:予約数)

２月１日（木）
102便 中 4/3　高 0/0
104便 中 9/8　高 4/3

２月２日（金）
102便 中5/5　高0/0
104便 中4/6　高6/6

２月３日（土）
101便 中 1/1　高 0/0
103便 中 5/6　高 1/2
105便 中 3/3　高 0/0
106便 中 1/1　高 0/0
108便 中 5/6　高 1/2

２月４日（日）
103便 中 0/2　高 1/0
105便 中 1/1　高 1/2
107便 中 0/0　高 0/1
108便 中 2/3　高 0/0
110便 中 1/1　高 2/2
112便 中 0/0　高 0/1

２月５日（月）
104便 中 0/0　高 3/3
２ 月 ６ 日 （ 火 ）
104便 中 0/0　高 2/2

２月７日（水）
102便 中 3/3　高 0/0
104便 中 8/8　高 9/9

２月８日（木）
104便 中 0/0　高 6/6

２月９日（金）
102便 中 4/4　高 0/0
104便 中 2/3　高 1/2
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テーマ：休養とれてる？・・・睡眠と健康

夕張市特定健診の問診項目「睡眠による休養を十分とれていますか」では受診者の約26%の人が、
「いいえ」と回答しています。
その割合は全国や北海道に比べ高くなっています。

十分な睡眠をとり、ストレスと上手につきあうことは、こころの健康に欠かせない要素であり、休養が日常生活の中
に適切に取り入れられた生活習慣を確立することが重要です。また、睡眠障害はこころの病気の一症状としてあらわれ
ることも多く、再発や再燃リスクも高めます。さらに近年では、睡眠不足や睡眠障害が肥満、高血圧、糖尿病の発症・悪
化要因であること、心疾患や脳血管障害を引き起こし、ひいては死亡率の上昇をもたらすことも知られています。

保健師　馬渕　知美

●休養はこころの健康を保つため、心身の疲労の回復と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　充実した人生を目指すための重要な要素の一つ

地球の公転（1年周期）や自転（1日周期）に合わせた人体の生
理的なリズムを生体リズムといい、昼夜サイクルの時間を刻みな
がら、体の多くの機能に活動と休息のリズムを与えています。睡眠
・覚醒パターンの研究から人間の体内時計は子どもも大人も25時
間であることが明らかになっており、一日は24時間ですので、一
時間の誤差を調整しなければなりません。

体内時計の働きで朝日を浴びてから約13～
15時間経つと深部体温が低下し始めメラトニン
は上昇し始めます。

※このリズムがずれてしまうと体内時計が乱
れ、生活リズムを崩す原因になります。

※最適な睡眠時間には
個人差があります。

日中に外でしっかり明るい光を浴びることにより
睡眠中のメラトニンが増加し睡眠の質の改善につ
ながる可能性があるという実験結果もあります。

●体内時計が生体リズムをコントロールしている 《体内時計が作る眠りのリズム》

メラトニンの分泌が上昇：眠くなる
メラトニンの分泌が減少：目が覚める

メラトニンは、朝方に2500ルクス以上の明るい光を浴びる
と、14～15時間後に分泌されます。

メラトニンは夜に500
ルクス以上の明るい光
を浴びると分泌が抑制
されるという特徴があ
ります。

携帯電話・スマートフォン・パソコンなど、LEDを使用している
電子機器の使用はメラトニンの分泌を抑制することがあるため
就寝２～３時間前から使用を控えましょう。

①必要な睡眠時間は人それぞれ日中の眠気で困らない程
度の自然な睡眠が一番
②良い睡眠のためには、環境づくりも重要刺激物を避け、
眠る前には自分なりのリラックス法を！
③眠たくなってから床に就く、就床時刻にこだわりすぎな
い眠ろうとする意気込みが頭をさえつかせ、寝つきを悪
くする
④同じ時刻に毎日起床
⑤光の利用でよい睡眠
⑥規則正しい3度の食事、規則的な運動習慣
⑦昼寝をするなら15時前の20～30分 
⑧眠りが浅いときは、むしろ積極的に遅寝・早起きに 
⑨睡眠中の激しいイビキ・呼吸停止や足のピクつき・むず
むず感は要注意
⑩十分眠っても日中の眠気が強い時は専門医に相談 
⑪睡眠薬代わりの寝酒は不眠のもと 
⑫睡眠薬は医師の指示で正しく使えば安全
（出典/厚生労働省「健康づくりのための睡眠指針2014」より）

●眠りを誘う睡眠ホルモンの一種「メラトニン」

★必要な睡眠時間の年齢別の目安

◆以上のことを参考に快眠を目指して
　　   生活習慣を見直してみませんか？

●快眠のための12のポイント

〈光の目安〉

体内時計の本体は、
人間の脳の「視交叉上
核」という目の奥に位
置する場所にあるの
で、朝の光の刺激によ
って調整されます。

〉
晴天時 約10万ルクス
曇天時 約１万ルクス
室内光 1000ルクス程度

新生児（1～2ヶ月） 10時間～18時間（一日）
乳児（3～11ヶ月） 10～13時間+数回の昼寝
幼児期（1～3歳） 12～14時間
4～6歳 10～13時間
6～12歳 10～11時間
13～18歳 8.5～9.5時間
成人 7～9時間
高齢者 7～9時間
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月　日 会　場 開始時間 終了時間 地　　区

19：00３月１日（木）

２日（金） 16：00
５日（月） 17：00

市民研修
センター

（南支所２階）
10：00 市内全域

６日（火）★ 19：00
７日（水）★
８日（木）★
９日（金）
12日（月）
13日（火）

市役所本庁舎 ９：00
17：00

市内全域

所得税（確定申告）と市・道民税の申告相談日程

★：営業所得、不動産所得、譲渡所得なども受け付けができる日
※例年、週の前半は会場が混み合う傾向がありますので、待ち時間が長くなる場合があります。
※当日持参するものは、広報ゆうばり２月号をご覧ください。

所
得
税（
確
定
申
告
）と

市・道
民
税
の
申
告
相
談
日
程

自
殺
対
策
強
化
月
間

夕
張
市
の
救
急
出
動
状
況

通
知
カ
ー
ド
お
よ
び

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
を
ま
だ
受
領
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　

い
な
い
方
へ

夜
間
の
受
け
付
け

　

３
月
１
日（
市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
）、

３
月
６
日（
市
役
所
本
庁
舎
）は
、午
後

７
時
ま
で
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
賦
課
係　
　
　

☎
52
―
3
1
2
0

岩
見
沢
税
務
署

☎
0
1
2
6
―
22
―
0
8
1
0

（
音
声
案
内
で「
２
」を
選
択
）

　

平
成
29
年
中
の
救
急
出
動
件
数

は
、5
2
7
件
、搬
送
人
員
は
4
7
4

人
と
前
年
に
比
べ
減
少
し
ま
し
た
。

　

救
急
出
動
件
数
お
よ
び
搬
送
人
員

と
も
に
、最
も
多
か
っ
た
事
故
種
別
は

急
病
で
3
2
7
件
、2
9
3
人
、次
い

で一般
負
傷
で
91
件
、84
人
で
し
た
。

　

傷
病
程
度
別
で
は
、軽
症（
1
7
7

人
）が
最
も
多
く
、次
い
で
中
等
症

（
2
1
4
人
）、重
症（
68
人
）、死
亡

（
15
人
）で
し
た
。前
年
と
比
較
し
て
、

重
症
、軽
症
で
の
救
急
要
請
が
減
少
し

ま
し
た
。

　

全
国
的
に
救
急
出
動
件
数
年
々
増

加
し
、平
成
28
年
中
に
お
け
る
全
国
救

急
出
動
件
数
と
搬
送
人
員
は
過
去
最

多
と
な
って
い
ま
す
。

　

市
の
救
急
体
制
は
高
規
格
救
急
車

を
２
台
運
用
し
て
お
り
、救
急
出
動
の

半
分
以
上
が
市
外
へ
搬
送
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
救
急
車
が
２
台
と
も
出
動
し

た
回
数
は
71
回
で
、救
急
車
が
出
動
不

能
な
時
間
が
26
時
間
あ
り
ま
し
た
。

　

対
応
で
き
る
救
急
事
案
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
救
急
自
動

車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
消
防
署

☎
53
―
4
1
2
2

　

通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）カ
ー
ド
を
ま
だ
受
領
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、問
合
せ
の
う
え
、受

領
し
て
く
だ
さ
い
。受
領
に
は
、窓
口
で

の
本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

暗
証
番
号
は
事
前
に
決
め
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。本
人
が
病
気
や
、身
体
の
障

が
い
な
ど
や
む
を
得
な
い
場
合
に
限

り
、代
理
人
の
交
付
を
行
い
ま
す
。代

理
人
が
受
領
す
る
際
は
、本
人
が
来
庁

で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類（
医

師
の
診
断
書
な
ど
）が
必
要
で
す
。受

領
の
前
に
必
ず
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

交
付
場
所　

市
市
民
係
お
よ
び
南
支

所通
知
カ
ー
ド
の
受
領
に
必
要
な
も
の

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、健
康

保
険
証
な
ど
）、印
鑑

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー
ド

の
受
領
に
必
要
な
も
の

自
宅
に
送
付
し
た
は
が
き
、（
裏
面
に

住
所
と
氏
名
を
記
入
し
、押
印
）、通

知
カ
ー
ド（
緑
色
）、本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
）、

印
鑑
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持

ち
の
方
の
み
）

問
合
せ
先　

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

　

我
が
国
の
自
殺
者
数
は
、平
成
10
年

以
降
３
万
人
を
超
え
る
状
況
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
、様
々
な
対
策
に
よ
り
、

平
成
22
年
以
降
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、依
然
と
し
て
、２
万
人（
警
察

庁
自
殺
統
計
に
よ
る
と
平
成
28
年
は

2
1
、7
6
4
人
）を
超
え
る
自
殺
者

が
い
る
こ
と
、若
者
に
関
し
て
は
、平
成

10
年
以
降
横
ば
い
の
状
況
で
あ
る
こ
と

か
ら
未
だ
深
刻
な
状
況
に
あ
る
こ
と
に

は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
あ
な
た
の
周
り
に
、心
理
的
に

追
い
詰
め
ら
れ
辛
そ
う
な
方
が
い
た

ら
、声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。一
人
き
り

で
な
い
と
思
え
る
こ
と
で
、気
持
ち
が

軽
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。も
し
、

悩
み
を
話
し
て
く
れ
た
ら
、耳
を
傾

け
、必
要
な
と
き
に
は
、専
門
家
へつ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　

岩
見
沢
保
健
所
で
は
、こ
こ
ろ
の
健

康
に
関
す
る
困
り
ご
と
を
抱
え
る
方

や
ご
家
族
の
方
を
対
象
と
し
た
精
神

科
医
師・保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
を

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

岩
見
沢
保
健
所
健
康
推

進
課
健
康
支
援
係

☎
0
1
2
6
―
20
―
0
1
2
2
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引
越
し
の
際
は

住
民
票
の
異
動
も
忘
れ
ず
に

市
営
住
宅
第
１
回
一
般
公
募

入
居
者
募
集

入
居
資
格　

政
令
で
定
め
る
収
入
の

基
準
を
満
た
す
方
、地
方
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
方
、住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

な
ど
。す
で
に
市
・
道
営
住
宅
に
入
居

し
て
い
る
方
で
、風
呂
が
な
い
方
や
世

帯
構
成
が
増
減
し
た
方
な
ど
特
別
な

事
情
が
あ
り
、住
替
え
の
条
件
を
満
た

す
方
。

申
込
方
法　

本
人
が
市
役
所
３
階
建

築
住
宅
係
ま
た
は
南
支
所
に
、関
係
書

類（
申
込
用
紙
、印
鑑
、入
居
者
全
員

分
の
住
民
票
と
収
入
証
明
な
ど
）を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

持
参
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は

郵
送
に
よ
る
提
出
も
受
け
付
け
ま

す
。（
３
月
９
日
必
着
）応
募
者
が
複

数
と
な
っ
た
場
合
は
抽
選（
３
月
13
日

予
定
）で
決
定
し
ま
す
。当
選
者
は
、

入
居
資
格
審
査
を
受
け
て
い
た
だ
き

ま
す
。

受
付
期
間　

３
月
１
日
〜
９
日　

午

前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分（
土
日
を
除

く
）

問
合
せ
先　

市
建
築
住
宅

☎
52
―
3
1
1
9

　

夕
張
市
か
ら
他
の
市
へ
入
学
、就

職
、転
勤
な
ど
で
引
越
し
を
す
る
方
ま

た
は
夕
張
市
内
で
引
越
し
を
し
た
方

は
必
ず
住
所
変
更
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

住
民
票
の
異
動
の
届
出
は
、国
民
健

康
保
険
、国
民
年
金
、選
挙
人
名
簿
な

ど
の
登
録
に
つ
な
が
る
大
事
な
手
続
き

で
す
。

◆
夕
張
市
か
ら
他
の
市
へ
住
所
を
異

動
さ
せ
る
場
合（
転
出
届
）

　

新
住
所
が
決
ま
って
か
ら
引
越
し
を

す
る
日
の
お
よ
そ
２
週
間
前
か
ら
手

続
で
き
ま
す
。そ
の
際
、「
転
出
証
明

書
」が
発
行
さ
れ
ま
す
。　

◆
他
の
市
か
ら
夕
張
市
へ
住
所
を
異

動
さ
せ
る
場
合（
転
入
届
）

　

引
越
し
が
終
わ
っ
て
か
ら
14
日
以
内

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。そ
の

際
、現
在
住
民
票
を
置
い
て
い
る
自
治

体
か
ら「
転
出
証
明
書
」を
発
行
し
て

い
た
だ
き
、夕
張
市
役
所
へ
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

◆
夕
張
市
内
で
住
所
を
異
動
さ
せ
る

場
合（
転
居
届
）

　

引
越
し
が
終
わ
っ
て
か
ら
14
日
以
内

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

改 良

改 良

改 良

改 良

改 良

改 良

改 良

公 営

公 営

公 営

公 営

公 営

公 営

公 営

公 営

公 営

賃 貸

道 営

道 営

賃 貸

公 営

本 町

末 広

末 広

末 広

鹿 の 谷

平 和

宮 前

平 和

平 和

平 和

平 和

南 清 ３

南 清 ４

南 清 ４

南 清 ４

南 清 ４

宮 前

宮 前

宮 前

宮 前

平 和

栄

翔　６

恵　１

恵　４

曙

和　１

宮前泉６

K61－２

夢　３

夢　５

夢　５

２K51

H48－13

H48－14

D49－１

D51－３

憩　１

光　A

光　B

憩　１

夢　３

２LＤＫ

２ Ｄ Ｋ

２LＤＫ

３LＤＫ

２LＤＫ

２ Ｄ Ｋ

１LＤＫ

２LＤＫ

３LＤＫ

２ＬＤＫ

３ＬＤＫ

３ Ｄ Ｋ

２ Ｄ Ｋ

２ Ｄ Ｋ

３ Ｄ Ｋ

３ Ｄ Ｋ

２ＬＤＫ

３ＬＤＫ

３ＬＤＫ

２ＬＤＫ

２ＬＤＫ

５階(ｴ)

２階

４階(ｴ)

１階(ｴ)

２階(ｴ)

１階

１階

１階

１階

１階

１階

１階

１階

１階

４階

４階

２・４・５階(ｴ)

１階(ｴ)

３階(ｴ)

５階(ｴ)

３階

１

１

２

１

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

３

１

１

１

１

募　集　枠 種　別 地　区 住　棟 間　取 階情報 戸　数

※１）募集住戸および募集枠については変更する場合があります。
※２）階情報に(ｴ)が付いているものは、エレベータ付の住宅です。
※３）種別が「道営」の住宅は単身者の申込みはできません。
※４）中堅所得者世帯枠に申込みをお考えの方は事前にご相談ください。
※５）夕張市内の民間賃貸住宅、雇用促進住宅に入居している避難者世帯が対象となります。

一般世帯枠
住宅に

困っている方対象

中堅所得者世帯枠 
※4

東日本大震災避難
者世帯枠 ※5
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離
職
者
向
け

 
「
介
護
福
祉
士
養
成
科
」

　
　
　
　
　

訓
練
生
募
集

夕
張
メ
ロ
ン
の
従
業
員
を

　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　
　

お
得
な
割
引

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

厚
生
労
働
大
臣
指
定
の
介
護
福
祉

士
養
成
施
設
で
、離
職
者
な
ど
の
求
職

者
向
け〝
介
護
に
関
す
る
学
科
お
よ
び

実
技
〞の
訓
練
を
行
い
、「
介
護
福
祉
士

（
国
家
資
格
）」の
目
指
す
２
年
間
の
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
期
間　

平
成
30
年
４
月
〜
平
成

32
年
３
月
の
２
年
間

応
募
資
格　

お
お
む
ね
45
歳
未
満
で
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
行
い
、ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん
を
受

け
ら
れ
る
方

応
募
方
法　

入
学
願
書
は
、現
住
所

を
所
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま

す
。必
ず
ハロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
職
業
相
談

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

３
月
６
日

募
集
定
員　

15
名

自
己
負
担
額　

１
年
次
11
万
５
千

円
、２
年
次
３
万
５
千
円
の
計
15
万
円

訓
練
担
当
機
関 

道
立
札
幌
高
等
技

術
専
門
学
院

訓
練
実
施
場
所（
原
則
、居
住
地
近
く

の
専
門
学
校
を
選
択
し
ま
す
）

栗
山
町
立
北
海
道
介
護
福
祉
学
校　

栗
山
町
字
湯
地
60
番
地

選
考
日　

３
月
20
日

選
考
会
場　

栗
山
町
立
北
海
道
介
護

福
祉
学
校

試
験
科
目　

作
文
、面
接
試
験

　

広
報
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
が
、市
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
定
期
接
種
で
、平
成
29
年
度
に
対
象

と
な
る
方
の
接
種
期
間
は
平
成
30
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

今
年
度
、定
期
接
種
の
対
象
と
な
る

方
は
、平
成
30
年
度
以
降
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者　

　

過
去
に
１
度
も
高
齢
者
肺
炎
球
菌

（
23
価
肺
炎
球
菌
）ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
な
く
、次
の（
１
）の
表

ま
た
は（
２
）に
該
当
す
る
市
民
の
方

（
１
）

内　

容　

夕
張
メ
ロ
ン
の
栽
培
、管
理
、

収
穫
作
業
、そ
の
他
畑
作
業

募
集
人
数　

若
干
名

雇
用
期
間　

３
月
か
ら
８
月

勤
務
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

（
１
日
勤
務
時
間　

８
時
間
）、週
休
１

日※
期
間
と
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

給　

与　

日
給
6
、4
8
0
円

勤
務
先　

市
内
の
メ
ロ
ン
農
家

申
込・問
合
せ
先

夕
張
市
農
業
協
同
組
合
営
農
部
営
農

推
進
課 

☎
57
―
3
1
1
5

（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
30
分
）

　

４
月
か
ら
の
保
険
料
は
、月
額

1
6
、3
4
0
円
で
す
。国
民
年
金
保

険
料
の
支
払
い
は
、口
座
振
替
や
一定
期

間
ま
と
め
て
納
付（
前
納
）す
る
こ
と

で
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

新
た
に
口
座
振
替
を
希
望
す
る
方

は
、引
き
落
と
し
先
の
通
帳
と
印
鑑
を

持
っ
て
、年
金
事
務
所
、金
融
機
関
、市

市
民
係
の
い
ず
れ
か
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込・問
合
せ
先

岩
見
沢
年
金
事
務
所

☎
0
1
2
6
―
22
―
5
8
0
4

市
市
民
係　
　
　

☎
52
―
3
1
0
4

◆
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
に
つ
い
て

　

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
方
が

受
講
す
る
場
合
に
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
支

援
指
示
を
受
け
一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
場
合
、職
業
訓
練
受
講
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

応
募
資
格
、応
募
方
法
に
関
す
る
こ
と

ハロ
ー
ワ
ー
ク
夕
張 

☎
52
―
4
4
1
1

募
集
締
め
切
り
、選
考
試
験
、そ
の
他

不
明
な
点
に
関
す
る
こ
と

道
立
札
幌
高
等
技
術
専
門
学
院

☎
0
1
1
―
7
8
1
―
0
5
5
9

詳
細
な
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、必
要
経

費
に
関
す
る
こ
と

栗
山
町
立
北
海
道
介
護
福
祉
学
校　

☎
0
1
2
3
―
72
―
6
0
6
0

（
２
）接
種
日
に
お
い
て
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
方
で
、心
臓
、じ
ん
臓
ま
た

は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の

日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ

る
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
方
と
、ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の

機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可

能
な
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
方
。

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）

◆
実
施
医
療
機
関　

市
内
医
療
機
関

◆
助
成
額　

接
種
費
用
の
半
額（
上

限
３
、0
0
0
円
）※
対
象
者
で
生
活

保
護
受
給
者
の
方
は
接
種
費
用
を
全

額
助
成

問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

対象者 生年月日
6 5 歳となる方 昭和27年４月２日生～昭和28年４月１日生
7 0 歳となる方 昭和22年４月２日生～昭和23年４月１日生
7 5 歳となる方 昭和17年４月２日生～昭和18年４月１日生
8 0 歳となる方 昭和12年４月２日生～昭和13年４月１日生
8 5 歳となる方 昭和7年４月２日生～昭和8年４月１日生
9 0 歳となる方 大正16年４月２日生～大正17年４月１日生
9 5 歳となる方 大正11年４月２日生～大正12年４月１日生
1 0 0 歳となる方 大正6年４月２日生～大正7年４月１日生

割引額

毎月（現金・翌月末口座振替） 196,080円（16,340円×12回）

毎月（当月末口座振替） 195,480円（16,290円×12回）

６カ月前納（現金） 194,480円（97,240円×２回）

６カ月前納（口座振替） 193,860円（96,930円×２回）

１年前納（現金） 192,600円

１年前納（口座振替） 191,970円

割引なし

  600円

1,600円

2,220円

3,480円

4,110円

納　付　方　法 １年度分の保険料
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

運
営
協
議
会
委
員
を

　
　
　

募
集
し
て
い
ま
す

警
察
官
募
集

『
ゆ
う
ば
り
健
康
ポ
イ
ン
ト

　

カ
ー
ド
』の
特
典
申
請
に

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

医
療
と
介
護
の
連
携
で

　

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を

　
　
　
　
　
　
　

支
え
る

　
「
ゆ
う
ば
り
健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
」の
ス
タ
ン
プ
が
30
点
以
上
た
ま
る

と
特
典
申
請
が
で
き
ま
す
。ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
に
氏
名・住
所・生
年
月
日（
本

人
確
認
の
た
め
）・
電
話
番
号（
連
絡

先
）を
記
入
の
う
え
、申
請
窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
に
提
出
の
際
、表
彰
式
へ
の
参

加
の
有
無
も
確
認
し
ま
す
。

申
請
窓
口　

市
健
康
保
険
係
、保
健

係
、南
支
所

提
出
期
限　

４
月
13
日

特
典
に
つ
い
て　

健
康
グ
ッ
ズ

　

ポ
イ
ン
ト
達
成
者
に
は
市
役
所
で

市
長
か
ら
表
彰
状
授
与
を
行
い
ま
す
。

　

日
程
は
申
請
者
に
直
接
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
５
月
予
定
）

問
合
せ
先　

市
健
康
保
険
係

☎
52
―
3
1
0
5

　

わ
た
し
た
ち
は
年
齢
を
重
ね
る
う

ち
に
、高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
慢
性

的
な
病
気
や
、膝
や
腰
の
痛
み
を
伴
う

病
気
な
ど
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。認
知
症
を
発
症
す
る
割
合
も
加

齢
と
と
も
に
高
く
な
り
、医
療
と
介
護

の
両
方
が
必
要
に
な
って
き
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、医
療
や
介
護
関

係
者
な
ど
が
連
携
し
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

を
切
れ
目
な
く
提
供
し
て
い
く
支
援

体
制
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

在
宅
で
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時

は
、介
護
認
定
の
申
請
を
し
て
介
護
保

険
の
認
定
を
受
け
、認
定
さ
れ
た
区
分

に
応
じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

要
介
護
と
認
定
さ
れ
た
方
は
、ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー（
介
護
支
援
専
門
員
）が
要

介
護
者
や
家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け

た
り
、ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、か
か
り

つ
け
医
と
の
連
携
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
と
の
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

夕
張
市
で
も
、在
宅
医
療
や
介
護
で

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
、互
い
に
連
携
し
合
って
在

宅
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
の
外
来
診
療
、訪
問
診

療

　

定
期
通
院
で
日
常
的
な
治
療
や
健

康
管
理
を
行
い
、通
院
が
困
難
な
人
に

対
し
医
師
が
定
期
的
に
自
宅
を
訪
問

し
診
療
を
行
い
ま
す
。歯
科
に
通
院
が

困
難
な
方
も
歯
科
医
師
の
訪
問
診
療

が
あ
り
、治
療
や
口
腔
衛
生
指
導
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

訪
問
薬
剤
管
理
指
導

　

薬
剤
師
が
自
宅
を
訪
問
し
、薬
に

関
す
る
説
明
や
相
談
、服
薬
管
理
な
ど

を
行
い
ま
す
。

訪
問
看
護

　

主
治
医
の
指
示
に
も
と
づ
い
て
看
護

師
が
自
宅
を
訪
問
し
、病
状
の
経
過
観

察
を
は
じ
め
療
養
上
の
お
世
話
や
健

康
状
態
の
評
価
、診
療
の
補
助
な
ど
を

行
い
ま
す
。

訪
問
介
護

　
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
自
宅
で
の
生
活
上
の

介
護
や
支
援
を
行
い
ま
す
。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン

　

理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
な
ど

に
よ
る
自
宅
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
、

運
動
機
能
や
生
活
環
境
の
評
価
な
ど

を
行
い
ま
す
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン

　

老
人
保
健
施
設
な
ど
に
通
い
、入
浴

や
日
常
生
活
支
援
な
ど
や
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョン
を
行
い
ま
す
。

訪
問
入
浴

　

自
宅
に
簡
易
浴
槽
を
搬
入
し
て
、入

浴
介
護
を
行
い
ま
す
。

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、住
民
の
皆
さ
ん
の
代
表
と
し

て
、制
度
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

を
審
議
し
て
い
た
だ
く
運
営
協
議
会

委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

道
内
在
住
の
満
20
歳
以

上
の
方（
た
だ
し
、議
員
や
公
務
員
な

ど
を
除
く
）

募
集
人
員　

５
人

任　

期　

平
成
30
年
７
月
か
ら
２
年

間（
開
催
は
年
３
回
を
予
定
）

応
募
方
法　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
お
よ
び
市
区
町
村
窓
口

に
あ
る
応
募
要
領
を
参
照
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

４
月
27
日

選
考
方
法　

選
考
委
員
会
を
設
置

し
、提
出
さ
れ
た
小
論
文
な
ど
に
よ
り

総
合
的
に
委
員
を
選
考
し
ま
す
。

報
酬
な
ど　

１
日
に
つ
き
5
、0
0
0

円
の
報
酬
と
旅
費
を
支
給
し
ま
す
。

受
験
資
格

Ａ
区
分　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）な
ど
を
卒
業

（
平
成
31
年
３
月
卒
業
見
込
可
）し
た

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
平
成
13
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方

Ｂ
区
分　

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
平

成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、Ａ
区
分

以
外
の
学
歴
の
方（
高
校
在
学
中
の
方

を
除
く
。）

受
付
期
日　

４
月
23
日

※
電
子
申
請
の
場
合
は
、４
月
23
日
午

後
５
時
30
分
ま
で

試
験
日　

５
月
20
日

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署
警
務
係

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0

（
内
線
2
1
1
）

　

近
隣
の
交
番・駐
在
所
で
も
問
合
せ

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
通
い
、入

浴
な
ど
の
日
常
生
活
支
援
、運
動
や
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョン
な
ど
を
行
い
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　

短
期
間
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

老
人
保
健
施
設
に
入
所
し
て
日
常
生

活
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
包
括
支
援
係

☎
52
―
3
1
0
7

問
合
せ
先

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

☎
0
1
1
―
2
9
0
―
5
6
0
1
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東
京
都
内
で
夕
張
観
光
の

　
　

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
ま
す

平
成
29
年
度「
幸
福
の

 

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」

 

助
成
事
業
の
成
果
発
表
会

平
成
30
年
度
夕
張
市
体
育

　

協
会
助
成
事
業
の
募
集

　

東
京
都
内
で
冬
の
夕
張
観
光
を
Ｐ

Ｒ
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。都
営
地
下
鉄
で
は
、２
月
16
日
よ

り
１
カ
月
間
、車
両
内
中
吊
り
に「
ゆ

う
ば
り
国
際
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
映
画

祭
2
0
1
8
」と「
レ
ー
ス
イ
リ
ゾ
ー

ト
」の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
し
て
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、都
内
交
通

機
関
の
駅
構
内
に
も
映
画
祭
の
ポ
ス
タ

ー
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。映
画
祭
や
ス

キ
ー
な
ど
で
、３
月
は
全
国
各
地
か
ら

た
く
さ
ん
の
お
客
様
が
夕
張
へ
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。温
か
く
お
迎
え
し
ま
し

ょ
う
。

掲
示
駅　

都
営
地
下
鉄　

主
要
10
駅

（
新
宿
駅
、新
橋
駅
、六
本
木
駅
、東
銀

座
駅
ほ
か
）な
ど

掲
示
期
間　

３
月
15
日
ま
で

問
合
せ
先　

市
商
工
観
光
係

☎
52
―
3
1
2
8

　

市
民
が
主
体
と
な
る
団
体
が
行
う

継
続
性
が
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
関
連
事
業
に

助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
金
の
上
限　

20
万
円

申
込
方
法　

所
定
の
申
請
書
類
で
申

　

幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
の
助

成
を
受
け
た
市
内
の
団
体
が
、１
年
間

の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。市
民

活
動
に
興
味
が
あ
る
方
、交
流
を
広
げ

た
い
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。事
前
申

込
は
不
要
で
す
。

と　

き　

３
月
22
日　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先　

市
企
画
係

☎
52
―
3
1
4
1

込
く
だ
さ
い
。郵
送
可
。申
請
書
類
、

助
成
の
手
引
き
は
市
企
画
係
・
南
支

所・ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

審
査
方
法　

書
類
審
査
、事
業
内
容

の
聞
き
取
り
に
よ
り
審
査
し
ま
す
。

募
集
期
日　

３
月
15
日

提
出・問
合
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
夕
張
市
体
育
協
会

☎
56
―
6
0
4
6

（
〒
0
6
8
―
0
4
2
5

夕
張
市
若
菜
２
番
地

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

『松浦武四郎　北の大地に立つ』合田一道/著　北海道出版企画センター

・日本遺産殺人ルート（西村京太郎）・さよなら、田中さん（鈴木るりか）・じごくゆきっ（桜庭一樹）
・みすゞ と雅輔（松本侑子）・ワルツを踊ろう（中山七里）・祝言島（真梨幸子）
・高倉健七つの顔を隠し続けた男（森功）・肺炎がいやなら、のどを鍛えなさい（西山耕一郎）
・現代用語の基礎知識2018・ギネス世界記録2018

☆新しく入った本

　今年2018年は北海道命名150年。「北海道」の名付け親・松浦武四郎は６回蝦夷地を訪れ調
査探検した。最初の３回は私人として、４回目以降は幕府の役人として土地やアイヌの調査に歩
いた。そこで、武四郎はアイヌの人々が請負人や運上屋に苦しめられているのを知り、たびたび
幕府に訴えている。また、1856年４回目の調査で石狩川を遡った武四郎は見渡す限りの沃野を
前にして、札幌に大府を置くのがふさわしいと考える。1857年５回目の調査では夕張川上流を
探検し、その時の調査を「夕張日誌」としてまとめた。
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赤
十
字
雪
上
安
全
法

　

 

救
助
員
Ⅱ
養
成
講
習

平
成
30
年
度

「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ

  

基
金
」助
成
事
業
の
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
会

地
域
社
会
と「
共
に
生
き
る
、

　
　

共
に
遊
ぶ
」楽
し
い

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

  

―
創
意
工
夫
の
人
生
を
―

予
防
接
種
お
忘
れ
は

　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か
？

赤
十
字
救
急
法
短
期
講
習
会

　

定
期
予
防
接
種
は
定
め
ら
れ
た
期

間
、回
数
を
受
け
る
こ
と
で
免
疫
が
獲

得
さ
れ
ま
す
。年
度
末
の
節
目
に
、今
一

度
母
子
手
帳
を
確
認
し
、接
種
漏
れ

が
な
い
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。接
種

料
金
は
無
料
で
す
が
、接
種
年
齢
が
予

防
接
種
法
の
対
象
範
囲
を
超
え
た
場

合
、任
意
接
種
で
自
己
負
担（
有
料
）

 

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な

ど
、救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に

必
要
な
、知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る

　

ス
キ
ー
場
な
ど
で
急
病
人
や
け
が
人

を
正
し
く
救
助
す
る
た
め
に
必
要
な
、

応
急
手
当
の
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
講

習
会
で
す
。

と　

き　

３
月
24
日
、25
日
、31
日 

午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
ス
キ
ー
場

対
象
者　

赤
十
字
雪
上
安
全
法
救
助

員
Ⅰ
の
資
格
を
有
し
、Ｓ
Ａ
Ｊ
の
ス
キ
ー

バッ
ジ
テ
ス
ト
１
〜
２
級
に
相
当
す
る

技
術
を
有
す
る
方

定　

員　

10
人（
先
着
順
）

受
講
料　

3
0
0
円（
教
材
費
）リ
フ

ト
代
別
途
。

申
込
期
限　

３
月
19
日

申
込・問
合
せ
先

日
赤
夕
張
市
地
区（
市
生
活
福
祉
係
）

☎
52
―
1
0
5
9

　

日
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
役
立

つ
知
識
、技
術
を
学
ぶ
こ
と
と 

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
維
持
向
上
を
目
的
と
し
て
学

習
会
を
開
催
し
ま
す
。申
し
込
み
は

電
話
か
F
A
X
で
。参
加
無
料
。ど
な

　

市
民
が
主
体
と
な
る
団
体
が
行
う

地
域
活
動
に
助
成
を
行
い
ま
す
。対
象

と
な
る
事
業
や
助
成
上
限
額
に
つ
い
て

は
、助
成
の
手
引
き
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

所
定
の
申
請
書
類
で
申

込
く
だ
さ
い
。郵
送
可
。申
請
書
類
、

助
成
の
手
引
き
は
市
企
画
係
・
南
支

所・ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

審
査
方
法　

書
類
審
査
、審
査
会
で
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
に
よ
り
審
査
し
ま

す
。

募
集
期
限　

３
月
15
日

提
出・問
合
せ
先　

市
企
画
係

☎
52
―
3
1
4
1

（
〒
0
6
8
―
0
4
9
2

夕
張
市
本
町
４
丁
目
２
）

た
で
も
参
加
可
能
で
す
。動
き
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と  

き　

３
月
13
日 

午
後
１
時
30
分

〜
３
時

と
こ
ろ　

夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会

申
込
期
限　

３
月
９
日

申
込・問
合
せ
先

夕
張
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
56
―
6
0
0
4

Ｆ
Ａ
Ｘ
56
―
6
0
0
5

た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。受
講

料
は
無
料
で
す
。

と  

き　

３
月
24
日 

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

定　

員　

20
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

申
込
期
限　

３
月
12
日

※
申
込
み
が
10
人
に
満
た
な
い
場
合
、

と
な
り
ま
す
。接
種
間
隔
や
受
け
方

な
ど
、不
明
な
点
は
保
健
係
ま
で
相
談

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

中
止
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込・問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係

☎
52
―
1
0
5
9

予防接種名 対　　　象 回　　数

追加免疫　１回

追加免疫　１回

B型肝炎ワクチン １歳未満 ３回

初回免疫　３回

追加免疫　１回

ＢＣＧ １歳未満 １回

麻しん・風しん・混合ワクチン １期：１歳～２歳未満 １回

水痘ワクチン １歳～３歳未満 ２回

１期初回接種　２回

１期追加接種　１回

特例制度対象者

平成19年４月２日～平成21年10月１日生 13歳までに４回
平成19年４月１日以前に生まれ
た方で、平成30年３月末までに
13・18・19・20歳になる方

２期：小学校就学 １年前の年度 １回

ヒブワクチン 生後２ヶ月～５歳未満
初回免疫　３回

（生後12ヶ月までに完了）

小児用
肺炎球菌ワクチン 生後２ヶ月～５歳未満

初回免疫　３回
（生後12ヶ月までに完了）

四種混合

麻しん・風しん混合ワクチン

二種混合

日本脳炎ワクチン

生後３ヶ月～７歳６ヶ月未満

１期：３歳～７歳６ヶ月未満

２期：９歳～13歳未満
（転入などによりすでに１期３回終了

した方のみ。）

小学６年生（11歳～12歳）
※助成は３月末まで

小
学
生
以
上
対
象

乳
幼
児
対
象

１回

20歳までに４回

１回
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　各保育園・ユーパロ幼稚園にて「将来の夢を描いてみよう」という
題材でイラストを描きました。平成30年度の「夕張市子育てガイドブ
ック　ゆうばりっこ」の表紙に活用します。

１月下旬
子育てガイドブックの表紙イラストを描きました

　ゆうばり共生型ファームを会場に、屋外では雪を使った各種アクティビティーが、室内ではレゴを使った教
育プログラムやバリスタ体験などが行われました。

２月17日　プレイフルストリートin夕張
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音
と
旅
す
る
〜
こ
と
ば
と

　  

か
ら
だ
で
奏
で
よ
う
〜

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

　
情
報
伝
達
訓
練
の

　
　
　
　
実
施
に
つ
い
て

馬
・
鳥
・
花
展

北
海
道
企
業
局
か
ら

前
期
技
能
検
定

　
　
　
　
　
受
験
者
募
集

鹿
ノ
谷
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

ゆ
う
ば
り
ア
ー
カ
イ
ブ
2
0
1
8

清水沢宮前町

渡
邊
優
愛
ち
ゃ
ん

平
成
23
年
11
月
15
日
生
ま
れ

ゆ
　
　
あ

 
第
１
部
は
誰
で
も
簡
単
に
参
加
で
き

る
リ
ズ
ム
遊
び
。様
々
な
楽
器
を
用
意

し
ま
す
！

　

第
２
部
は
、懐
か
し
い
1
9
5
0
年

代
の
歌
謡
曲
か
ら
、朝
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続

テ
レ
ビ
小
説
の
主
題
歌
ま
で
、ど
の
世

代
も
楽
し
め
る
鑑
賞
会
で
す
。

　

世
界
中
の
人
や
風
景
の
写
真
も
、旅

を
テ
ー
マ
に
展
示
し
ま
す
。上
靴
持

参
。入
場
無
料
。

と
　
き　

３
月
21
日　

午
後
１
時
開

場　

午
後
２
時
開
演（
午
後
３
時
45

分
終
演
予
定
）

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時

に
備
え
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
情
報
伝

達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。こ
の
訓
練
で

は
、ゆ
う
ば
り
小
学
校
と
夕
張
中
学
校

の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
音
声
情
報
が

放
送
さ
れ
ま
す
。

と
　
き　

３
月
28
日　

午
前
11
時
頃

･「
空
知
の
産
炭
地
域
」ア
ー
カ
イ
ブ

と
　
き　

３
月
17
日　

午
後
１
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

･「
夕
張
の<

過
去>

と<

現
在>

を
つ

な
ぎ
、<

未
来>

を
見
つ
め
る
」

･
夕
張
の
祭
り
と
行
事

･
夕
張
の
行
楽　

な
ど

と
　
き
　
３
月
18
日　

午
前
10
時
〜

正
午

※
午
後
１
時
30
分
か
ら
前
日
の
内
容

を
再
上
映
し
ま
す
。

い
ず
れ
も

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
共
生
型
フ
ァ
ー
ム

１
階「
視
聴
覚
室
」

問
合
せ
先

夕
張
地
域
史
調
査
室　

青
木

☎
0
9
0
―
2
6
2
2
―
4
4
5
5

と
　
き  

３
月
19
日
〜
４
月
12
日

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
市
役
所
開
庁
時
間
）観
覧
無
料
。

と
こ
ろ
　
ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
あ

ず
ま
し
い
」市
役
所
２
階

問
合
せ
先
　
市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

受
付
期
間　

４
月
４
日
〜
17
日

受
験
資
格　

１
級
、単
一
等
級
、２
級
、

３
級

実
施
職
種　

造
園
、と
び
、建
築
板

金
、建
築
塗
装
、左
官
な
ど

問
合
せ
先

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会

☎
0
1
2
5
―
24
―
1
8
8
0

ダ
ム
な
ど
か
ら
の
水
に
注
意
！　

　

市
内
を
流
れ
る
夕
張
川
に
は
北
海

道
企
業
局
が
管
理
す
る
沼
ノ
沢
取
水

堰・清
水
沢
ダ
ム
と
水
力
発
電
所
が
あ

り
ま
す
。

　

沼
ノ
沢
取
水
堰・清
水
沢
ダ
ム
で
は
、

雪
解
け
水
や
大
雨
で
降
っ
た
水
な
ど

を
、水
門
を
開
け
て
川
に
流
し
ま
す
。

発
電
所
で
は
、発
電
を
行
う
た
め
に
川

へ
水
を
流
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、川
の
水
が
増
え
て
危
険

で
す
の
で
、川
遊
び
や
魚
釣
り
な
ど
で

人　口 8,344人(－18人)
　男 3,885人(－11人)
　女 4,459人(－  7人)

世帯数 4,868世帯(－8世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
４
月
号
は
、

４
月
５
日
に
配
布
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
小
学
校
体
育
館

問
合
せ
先

宮
文
祭
実
行
委
員
会　

山
口

☎
0
1
2
3
―
56
―
6
0
4
6

放
送
内
容

〈
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
音
〉

「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。」を
３
回

〈
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
情

報
、津
波
警
報
、緊
急
地
震
速
報
な
ど

の
情
報
を
国
か
ら
人
工
衛
星
を
通
じ

て
、地
方
公
共
団
体
に
瞬
時
に
伝
達
す

る
と
同
時
に
、携
帯
電
話
会
社
を
通
じ

て
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部

☎
53
―
4
1
2
1

河
原
や
川
の
中
に
入
ら
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

ダ
ム・発
電
所
な
ど
か
ら
水
を
流
す

と
き
は
、サ
イ
レ
ン
や
ス
ピ
ー
カ
ー
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

北
海
道
企
業
局
夕
張
川

発
電
管
理
事
務
所

☎
57
―
2
5
4
2

○総合職試験（院卒者・大卒程度）
インターネット申込期間３月30日～４月９日
○一般職試験（大卒程度）
インターネット申込期間４月６日～４月18日
○一般職試験（高卒者・社会人）
インターネット申込期間６月18日～６月27日

問合せ先
人事院北海道事務局第二課試験係　☎（011）241－1248

申込専用アドレス
http://www.jinji-sihken.go.jp/juken.html

国家公務員採用試験のお知らせ平成30年2月1日　現在
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